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１．2026年３月期第３四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 225,122 △4.8 6,749 127.5 7,286 71.9 205 89.8
2025年３月期第３四半期 236,379 △3.5 2,966 △38.7 4,238 △22.3 108 △95.6

(注) 包括利益 2026年３月期第３四半期 6,301百万円( －％) 2025年３月期第３四半期 △2,779百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 4.62 －
2025年３月期第３四半期 2.43 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 290,426 154,598 46.2
2025年３月期 297,286 153,522 44.8

(参考) 自己資本 2026年３月期第３四半期 134,048百万円 2025年３月期 133,230百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 30.00 － 30.00 60.00
2026年３月期 － 30.00 －
2026年３月期(予想) 30.00 60.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 295,000 △10.6 9,000 △26.2 9,000 △34.1 △4,500 － △101.15

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社（社名） 、除外 － 社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年３月期３Ｑ 45,004,973株 2025年３月期 45,004,973株

② 期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 419,540株 2025年３月期 720,718株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 44,454,769株 2025年３月期３Ｑ 44,621,920株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいておりその達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注

意事項等については、〔添付資料〕３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報」の「(３)連結業績予想などの

将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループの当第３四半期連結累計期間の連結業績は、得意先の減産影響及び為替影響等により、売上高は

2,251億円（前年同期比112億円減、4.8％減）となったものの、営業利益は67億円（同37億円増、127.5％増）、経

常利益は72億円（同30億円増、71.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は２億円（同９千万円増、89.8％

増）となりました。

なお、当社は当第３四半期連結累計期間において、当社（日本）と連結子会社（米州）との間の移転価格税制調

整金の処理について、当連結会計年度の第１四半期連結累計期間及び中間連結会計期間において採用していた処理

（当社及び子会社の帳簿上の売上高や売上原価を修正する処理。以下「会計調整」という。）とは異なる処理（当

社及び子会社の税務申告上のみで調整する処理。以下「税務調整」という。）を行っております。これは、当該子

会社の一部の株主から、会計調整ではなく税務調整で実施するよう強い要請があり、会計調整で実施することが困

難になったことを受け、当該子会社との間の移転価格調整に関する合意を変更したことに伴うものであります。

その結果、当第３四半期連結累計期間においては、第１四半期連結累計期間及び中間連結会計期間で日本セグメ

ントのセグメント間の内部売上高及び米州セグメントの営業費用に計上していた移転価格税制調整金に相当するも

のは計上されておりません。

なお、仮に税務調整を第１四半期連結累計期間から実施していた場合、第１四半期連結累計期間の非支配株主に

帰属する四半期純利益は９億円増加し、親会社株主に帰属する四半期純利益は同額減少いたします。同様に中間連

結会計期間の非支配株主に帰属する中間純利益は13億円増加し、親会社株主に帰属する中間純利益は同額減少いた

します。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 日本

得意先の減産影響等により売上高は645億円（前年同期比130億円減、16.8％減）となり、セグメント損益

（営業損益）は18億円の損失（前年同期は５億円の損失）となりました。

なお、当第３四半期連結累計期間におけるグループ間の移転価格税制調整金の処理の変更による第１四半期

連結累計期間及び中間連結会計期間への影響につきましては、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 （セグメント情報等の注記）」をご参照ください。

② 米州

為替影響があったものの得意先の増産影響等により、売上高は1,005億円（前年同期比116億円増、13.2％

増）となり、セグメント損益は103億円の利益（同40億円増、64.3％増）となりました。

なお、当第３四半期連結累計期間におけるグループ間の移転価格税制調整金の処理の変更による第１四半期

連結累計期間及び中間連結会計期間への影響につきましては、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 （セグメント情報等の注記）」をご参照ください。

③ 欧州

得意先の減産影響等により、売上高は273億円（同69億円減、20.2％減）となり、セグメント損益は13億円

の損失（前年同期は２億円の損失）となりました。

④ アジア

得意先の減産影響等により、売上高は326億円（前年同期比30億円減、8.5％減）となったものの、セグメン

ト損益は減価償却費の減少等により７千万円の損失（前年同期は27億円の損失）となりました。



ユニプレス株式会社(5949) 2026年３月期 第３四半期決算短信

3

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、現金及び預金が59億円減少したこと等により、前連結会計年度

末に比べ68億円減の2,904億円となりました。

負債につきましては、支払手形及び買掛金が55億円、賞与引当金が14億円それぞれ減少したこと等により、前連

結会計年度末に比べ79億円減の1,358億円となりました。

純資産につきましては、利益剰余金が24億円減少した一方で、為替換算調整勘定が28億円増加したこと等により、

前連結会計年度末に比べ10億円増の1,545億円となりました。自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ1.4ポイン

トプラスの46.2％となりました。

資金の状況につきましては、営業活動から得られるキャッシュ・フロー、資金調達手段、流動比率の水準に基づ

き、当社グループは、将来の債務履行のための手段を十分に確保しているものと考えております。

当社は、当第３四半期連結会計期間末現在、資金の流動性を確保するため、シンジケーション方式のコミットメ

ントライン契約による銀行融資枠及び当座貸越契約による銀行融資枠を499億円設定しており、その未使用枠は261

億円となっております。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期の連結業績予想につきましては、概ね予想の範囲内で推移していることから、2025年11月６日に公

表いたしました予想を変更しておりません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 51,267 45,301

受取手形及び売掛金 54,329 56,796

棚卸資産 38,379 39,361

その他 15,940 14,311

貸倒引当金 △2,054 △855

流動資産合計 157,862 154,916

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 36,281 35,802

機械装置及び運搬具（純額） 41,946 37,890

土地 8,666 8,676

建設仮勘定 9,028 9,501

その他（純額） 13,197 12,534

有形固定資産合計 109,120 104,405

無形固定資産 2,720 2,666

投資その他の資産

投資有価証券 8,309 8,093

その他 19,277 20,347

貸倒引当金 △3 △3

投資その他の資産合計 27,582 28,437

固定資産合計 139,423 135,509

資産合計 297,286 290,426

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 38,859 33,260

電子記録債務 2,225 1,830

短期借入金 41,725 38,935

未払法人税等 327 1,677

賞与引当金 3,073 1,655

訴訟損失引当金 87 74

その他の引当金 104 70

その他 25,117 25,613

流動負債合計 111,521 103,118

固定負債

長期借入金 15,423 17,475

長期未払法人税等 257 －

関係会社整理損失引当金 1,406 1,298

その他の引当金 91 86

退職給付に係る負債 6,406 5,681

その他 8,656 8,167

固定負債合計 32,242 32,709

負債合計 143,763 135,827
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 10,168 10,168

資本剰余金 10,458 10,308

利益剰余金 89,295 86,832

自己株式 △1,032 △574

株主資本合計 108,890 106,736

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,724 1,625

為替換算調整勘定 24,113 27,005

退職給付に係る調整累計額 △1,498 △1,318

その他の包括利益累計額合計 24,339 27,312

非支配株主持分 20,292 20,549

純資産合計 153,522 154,598

負債純資産合計 297,286 290,426
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

売上高 236,379 225,122

売上原価 213,005 197,944

売上総利益 23,373 27,177

販売費及び一般管理費 20,406 20,428

営業利益 2,966 6,749

営業外収益

受取利息 2,684 2,045

受取配当金 146 129

持分法による投資利益 129 －

受取賃貸料 383 391

その他 525 474

営業外収益合計 3,869 3,041

営業外費用

支払利息 1,663 1,209

貸与資産減価償却費 276 299

為替差損 270 632

持分法による投資損失 － 173

その他 385 188

営業外費用合計 2,596 2,503

経常利益 4,238 7,286

特別利益

固定資産売却益 260 59

投資有価証券売却益 56 －

特別利益合計 317 59

特別損失

固定資産処分損 139 89

事業整理損 － 2,707

特別退職金 45 0

その他 30 7

特別損失合計 215 2,805

税金等調整前四半期純利益 4,340 4,540

法人税等 1,682 1,962

四半期純利益 2,658 2,578

非支配株主に帰属する四半期純利益 2,550 2,373

親会社株主に帰属する四半期純利益 108 205
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

四半期純利益 2,658 2,578

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △257 9

為替換算調整勘定 △5,049 3,520

退職給付に係る調整額 34 179

持分法適用会社に対する持分相当額 △164 13

その他の包括利益合計 △5,437 3,722

四半期包括利益 △2,779 6,301

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,967 3,178

非支配株主に係る四半期包括利益 188 3,122
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

四半期連結財務諸表は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第

２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成しております。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用してお

ります。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2025年７月７日開催の取締役会決議に基づき、譲渡制限付株式報酬として自己株式310,959株の処分を

行いました。この処分等により、当第３四半期連結累計期間において自己株式が457百万円減少し、当第３四半期

連結会計期間末の自己株式は574百万円となっております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、

次のとおりであります。

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日

至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日

至 2025年12月31日)

減価償却費 18,269 12,552

のれんの償却額 124 125
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（セグメント情報等の注記）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2024年４月１日 至 2024年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２日本 米州 欧州 アジア 計

売上高

外部顧客への売上高 77,530 88,870 34,249 35,728 236,379 － 236,379

セグメント間の内部売上
高又は振替高

8,618 17 0 687 9,323 △9,323 －

計 86,148 88,887 34,249 36,416 245,702 △9,323 236,379

セグメント利益又は損失
（△）

△525 6,312 △226 △2,798 2,762 204 2,966

(注) １. セグメント利益又は損失（△）の調整額204百万円は、のれんの償却額△124百万円及びセグメント間取引消去328百万円であり

ます。

２. セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2025年４月１日 至 2025年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２日本 米州 欧州 アジア 計

売上高

外部顧客への売上高 64,524 100,565 27,342 32,689 225,122 － 225,122

セグメント間の内部売上
高又は振替高

9,624 58 － 1,237 10,921 △10,921 －

計 74,149 100,624 27,342 33,927 236,044 △10,921 225,122

セグメント利益又は損失
（△）

△1,898 10,370 △1,312 △72 7,086 △337 6,749

(注) １. セグメント利益又は損失（△）の調整額△337百万円は、のれんの償却額△125百万円及びセグメント間取引消去△212百万円で

あります。

２. セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３. 当第３四半期連結累計期間において、日本セグメントと米州セグメントの間の移転価格税制調整金の処理を会計調整から税務調

整に変更しております（詳細は「１．当四半期決算に関する定性的情報 （１）経営成績に関する説明」をご参照ください）。

その結果、当第３四半期連結累計期間においては、第１四半期連結累計期間及び中間連結会計期間で日本セグメントのセグメン

ト間の内部売上高及び米州セグメントの営業費用に計上していた移転価格税制調整金に相当するものは計上されておりません。

なお、第１四半期連結累計期間及び中間連結会計期間において、仮に税務調整を行っていた場合の報告セグメントごとの売上高

及び利益又は損失の金額に関する情報は、以下のとおりであります。

第１四半期連結累計期間（自 2025年４月１日 至 2025年６月30日）

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

四半期連結損益

計算書計上額日本 米州 欧州 アジア 計

売上高

外部顧客への売上高 21,855 33,322 9,320 10,241 74,739 － 74,739

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,418 － － 539 1,957 △1,957 －

計 23,273 33,322 9,320 10,781 76,697 △1,957 74,739

セ グ メ ン ト 利 益 又 は 損 失

（△）
△799 5,300 △248 △246 4,007 74 4,081
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中間連結会計期間（自 2025年４月１日 至 2025年９月30日）

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

中間連結損益

計算書計上額日本 米州 欧州 アジア 計

売上高

外部顧客への売上高 42,168 68,459 18,389 21,684 150,701 － 150,701

セグメント間の内部売上高

又は振替高
3,550 43 － 752 4,347 △4,347 －

計 45,719 68,502 18,389 22,437 155,049 △4,347 150,701

セ グ メ ン ト 利 益 又 は 損 失

（△）
△1,993 9,115 △561 △304 6,256 75 6,331

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

全社・消去 合計
日本 米州 欧州

アジア
（注）

計

減損損失 － － － 1,149 1,149 － 1,149

(注)アジアにおける固定資産の減損損失につきましては、四半期連結損益計算書上は「事業整理損」に含めております。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年２月10日

ユ ニ プ レ ス 株 式 会 社

取 締 役 会 御 中

有限責任監査法人トーマツ

東 京 事 務 所

指定有限責任社員
公認会計士 茂 木 浩 之

業 務 執 行 社 員

指定有限責任社員
公認会計士 吉 原 一 貴

業 務 執 行 社 員

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているユニプレス株式会社の2025年４月１日から2026年３

月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2025年10月１日から2025年12月31日まで）及び第３四半期連結

累計期間（2025年４月１日から2025年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、

四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適

用される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責

任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を

開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュ
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ー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施

される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所

の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関

する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準

拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重

要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起する

こと、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対

して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに

入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性があ

る。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１

項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等

の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項

が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独

で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社(四半期決算短信開示会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


